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研究成果の概要： 
味覚情報処理における高次脳機能の役割を明らかにすることを目的に、行動実験と脳機能計測
を行った。行動指標を用いた実験では、認知処理と味知覚の関係を検討する一手法として言葉
を用い、言葉が味のおいしさやなじみ評価に影響を及ぼすことを示した。一方、機能的近赤外
分光分析法(fNIRS)を用いた脳機能計測実験では味わう際には、特に認知課題を課さなくとも、
認知処理に関わるとされる前頭前野の活動が認められること、さらに、味に対する記憶課題を
課した場合には、再認（思い出す）際に記銘（覚える）際よりも前頭前野の右半球の活動が、
左半球より高いことを示した。これは、視聴覚の記憶実験で提案されている Hemispheric 
Encoding Retrieval Asymmetry (HERA) モデルと一致しており、味覚の記憶でも視聴覚の記
憶とよく似た様式で前頭前野が関与している可能性がある。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 
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H18 年度 800 0 800 

H19 年度 1,200 0 1,200 

H20 年度 1,100 330 1,430 

年度  

  年度  

総 計 3,100 330 3,430 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：生活科学 食生活学 
キーワード：食行動 高次脳機能 
 
１．研究開始当初の背景 

(1) 本研究は、味覚情報処理における

高次脳機能の役割を探求することを目的

とした。 

高次認知機能の基盤をなすと考えられ

る機能に、ワーキングメモリがある。ワ

ーキングメモリは、課題に必要な情報を

短時間保持して、その情報に操作を加え

る機構である。例えば、味見などで複数

の食品を味わい比べる際、それぞれの食

品の味を一時的に憶えて、比較や判断を

行う必要がある。このような場面では、

ワーキングメモリ機構の関与が予測され

る。また、日常の食事における料理の味

の認識や、食行動の制御にも、ワーキン

グメモリを含む認知機能の関与が考えら
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れる。 

このように、味覚におけるワーキング

メモリ機構の重要性が予測されるにもか

かわらず、味覚のワーキングメモリを対

象とした脳機能研究は行われておらず、

ワーキングメモリにかかわる知見のほと

んどが、視覚、聴覚情報を対象とした研

究に基づいていた。 

一方、近年脳機能研究への応用が急速

に進んできた fNIRS(機能的近赤外分光

法)は、比較的自然な状態で味わう際の脳

活動を測定できる。このため、fNIRS の活

用により、視覚や聴覚の実験で用いられ

てきた認知課題を味覚に適用して脳機能

計測を行える可能性が高まっていた。 

 
２．研究の目的 

本研究では、fNIRS を用いて、味覚に対

する認知課題を遂行する際の脳活動測定

を行い、得られた結果を視覚や聴覚を用

いた研究と比較することにより、現在の

高次脳機能についてのモデルを味覚へ拡

大すると共に、味覚情報処理における高

次脳機能の特徴を明らかにすることを目

的とした。 
 
３．研究の方法 

研究開始当初は認知課題として、ワー

キングメモリを対象とした課題を予定し

ていた。ワーキングメモリ課題では一般

に、短時間（数秒）の刺激間隔での実験

を行う。味覚実験では、刺激呈示の間に

口を漱ぐ必要があり、短時間（数秒）の

刺激間隔での実験には、特別な味覚刺激

提示装置の作成が必要であったが、その

作成には当初の予定以上の時間を要した。

そこで、味覚提示装置の作成と平行して、

ワーキングメモリと類似した前頭領域の

関与が示唆されており、味覚提示装置を

要しないエピソード記憶課題へと課題を

変更し、以下の実験を行った。 

(1)言語ラベルが味評価に与える影響の

行動指標に基づく検討 

(2)エピソード記憶における記銘と再認

時の前頭前野活動の fNIRS による計測 

(3) 味わう際の前頭前野活動の fNIRS に

よる計測 
 
４．研究成果 

(1)認知課題を成立させるのに十分なバ

ラエティーの味覚刺激を調製するため、

基本五味混合溶液 211 種類を調製し、そ

れらの感覚強度などのデータベースを作

成した。このデータベースは以下(2)～

(4)の実験に活用した。 

(2)味の評価に対する認知処理（言語）の

影響を確認するため、味サンプルに異な

るラベルをつけた場合の評価の違いを検

討し、食品名をつけたサンプルは、数字

ラベルをつけた食品よりも味を好ましく、

なじみ深く感じることを示した。同様の

実験は、嗅覚では報告されているが、味

覚では検討されていなかった。本実験に

より、味覚の感じ方にも、言語という認

知処理が影響を与えることを示した（発

表論文 1）。 

(3)得られたデータベースを利用して、味

を覚える（記銘）際と、思い出す（再認）

際の、32 名の参加者の前頭前野活動を、f

NIRS により評価した。この結果、再認過

程において記銘過程より前頭前野の右脳

の活動が高まることが明らかとなった。

これは、視聴覚で示唆されてきた Hemisp

heric Encoding Retrieval Asymmetry 

説と一致しており、味覚でも、視聴覚の

場合と同様、記憶過程の異なる段階で、

異なる高次脳機能が関与する可能性が示

唆された（論文執筆中）。 

(4)味記憶課題のコントロールとして設

定した、「単に味を味わう」条件において、

前頭腹外側領域の活動を認めた。前頭外

側領域は、いわゆる味覚処理領域ではな

いが、近年、味覚処理の認知的な側面を

反映する領域として注目されつつある。

そこで、この「単に味を味わう」条件に

おける脳活動について、メタ解析を行な

うための手法を開発し（発表論文 3）、味

わう際に前頭腹外側領域が関与する可能

性を報告した（発表論文 2） 
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